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書 主 意， 

Analysis@of@the@Ritual@for@Evil-doing@Deities@in@Traditional@Japan 

Gyu-heonJo* 

(Received@:@october@ 1 ， 2004@;@Accepted@:@August@ 5 ， 2005) 

Abstract 

This@paper@aims@to@clarify@the@structure@and@meani   g@of@"Kotoyoka",@a@Japanese@folk@religious@practice ， On@the@day 

of  this  Ⅱ 憶 al, g0nerally  celebrated  on  Febma 甲 8  ㎝ d  December  8  in  the  K ㎝ to  region, speci 丘 c  o 可 ec 麓 ， such  as 

"mekago"@ (a@bamboo@basket) ， "tsuchibo-dango"@ (a@rice@ball)@,@and@"togarashi"@(a@red@pepper),@are@displayed@outside     

of@farmers ・ houses@ @@     order@to@prevent@visits@ from@the@ evil-doing@ deities@ or@evil-doers@ who@ are@ sometimes@ called 

"Ekibyogami"@ (the@demon@of@epidemics@such@as@smallpox@or@cholera) ， or@Hitotsume-kozo@ (a@one-eyed@gobl@)     

血 general, 山 ere  are  帥 o  m 勺 0rh 肛 otheses あ out  "Kotoy 荻 a."  The  Ⅱ rStconcemsthe  a 雛市 cul 抽 ralh 憶 altheo Ⅳ based 

on@the@ "Unitary@ Japanese@ Culture"@ hypothesis@ suggested@ by@Yanagita@ @ Ⅱ nio ， The@ other@ is@ a@ closely@ relation@ to 

"mayoke"@ (expelling@evil@demons)@ theory ・ Here@in,@we@re-examine@these@traditionally@accepted@hypotheses   

By@categorizing@the@above-mentioned@objects,@this@study@analyzes@the@@   ceremonial@and@religious@characteristis@so@as 

to@clarify@the@symbolic@and@transpositional@functions@of@the@ritual@itself:@certain@of@these@objects@made@of@plants@have@a 
apotropaic@power@which@can@drive@out@the@evil@forces@and@those@of@foods@should@be@offerings@to@placate@them   

A@series@of@these@considerations@show@us@that@in@this@folk@religious@practice@the@evil-doing@deities@are@welcomed@and 

revered@on@the@day@of@Kotoyoka@intended@for@the@prevention@of@misfortunes@and@disasters@potentially@worked@by@them   

( Ⅲ 邱 eda  JoU Ⅰ 月田 o/H Ⅱ 皿 a 皿 Scie Ⅱ ces,18  (2)  :79 一 92,  2005) 

Ⅲ q@wor. ぬ :Ri 抽 al 飴 revil-do 市 g  de Ⅲ es,Kotoy 研 (a,Ceremonial 斤 eligiousch 酊 acter, 

Prevention  ofmis ぬれⅢ les 荻 ld  disasters 

てあ らわれる儀礼であ る。 その期日や行事内容をみ 
1. 問題の所在 

ると、 東日本と西日本の 地域差が著しいといえる。 

(1) 研究対象 たとえば東日本では、 2 月 8 日と ¥2 月 8 日にほぼ 

「コト八日」は、 2 月 8 日と ¥2 月 8 日の両日に行な 同様の儀礼が 行なわれる場合が 多い。 とりわけ、 福 

われる行事を 示す用語で、 じつに複雑な 形態をもっ 島 県から関東地域では、 災をもたらす「 厄病神 」「一つ 

，早稲田大学大学院人間科学研究科博士後期課程 (GG 繋は uateS 曲 c>nlofHuumanS む ㎝ ces, 凧 ase 而 Un ㎡ ん Ⅰ甜が ノ 

ー 215 一 



人間科学研究 Vol. 18, No.2  (2005) 

目 小僧」などの 到来を恐れ、 「目籠」を庭などに 高く ここで、 この説の成立過程を 中心に「コト 八日」 

掲げたり、 「落穂団子」 ( 「土穂団子」 ) 「唐辛子」を 戸 の研究史を整理してみよう。 「コト八日」を、 はじめ 

口に刺しておくことなど、 屋外に掲示物を 出してお て真正面から 取りあ げたのは、 山口貞夫による 1936 

く 慣行があ る。 本稿では、 これを「来訪者慣行」と 年初出の「十二月八日と 二月八日」という 論文であ 

呼ぶ。 また、 中部地域では、 村の行事であ る「人形 る。 「田の神・山の 神去来による 稲作農耕儀礼」説も、 

送り」などが 典型的な事例として 知られている。 一 この論文から 議論が展開し 始めたといってもいいだ 

方 、 西日本では、 来訪者慣行はまったくみられず、 ろう。 その内容の骨子は、 「 2 月 8 日及び 12 月 8 日は、 

「針千本」「 嘘清 し」「誓文払 い 」などが行なわれるの 元々山の神の 去来する 日 」であ り、 「山の神が一 つ目 

みで、 儀礼の期日は 12 月 8 日に集中している。 小僧に零落することによって、 依代の目籠も 魔除け 

こうした顕著な 地域差があ るにもかかわらず、 一 のものになり、 さらに、 臭気をかがせて 邪雲を 祓う 

部の研究者は 東日本の「コト 八日」来訪者慣行と 行 行事まで付け 加えるようになった」という 説であ る。 

事内容に比べられるものとして、 近畿・中国地方の そこで山口は、 「山の神が一目一足だという 伝承」に 

「 春ゴト 」などを取りあ げてきたⅢ。 このことからす 注目し、 「一つ目小僧をもともとは 山の神」として 位 

れば、 「 コト 」の名称を有する 儀礼は 、 「コト八日」 置づけた柳田の『一つ 目小僧その他』 ( 柳田 1997) を 

に限らず、 日本各地で行なわれる 春の儀礼と関連す 引用している ( 山口 1989L 。 山口の論考では、 「山の 

るものとも考えられる。 神 去来」が内容の 根幹をなしてはいるものの、 それ 

本稿の具体的なテーマであ る「コト八日」の 来訪 を稲作農耕儀礼と 明確に関連させて 論じているかと 

者は、 地域ごとに少しずつ 違っており、 じつは「厄 いえば、 そうとはいえない。 

病神 」「一つ目小僧」のような 負 ( 災 ) の来訪者だけ しかし、 山口以降、 1950 年代から 1970 年代後半ま 

ではなく、 「恵比寿 様 」「大黒桟」「 笹神 」のような神 で、 「コト八日」の 来訪者慣行を 扱っている一連の 論 

0 名をもついわゆる、 正 ( 幅 ) の来訪者も存在する。 し 考、 とりわけ土橋 里木 (1950L 、 藤田稔 (1958L 、 橋 

かし、 実際には負の 来訪者が圧倒的に 多い。 そこで 本武 (1974L 、 北島寿子 (1976L 、 富山 昭 (1978) な 

本稿では、 負の来訪者に 着目し、 それが数多く 分布す どでは、 「田の神・山の 神去来信仰」が 一年の農事と 

る 関東地域の事例に 視点を絞っていくことにしたい。 の関連から「稲作農耕儀礼」として 位置づけられて 

いる (2) 。 これらは、 山口の論考と 同様、 2 月 8 日と 

(2) 先行研究の問題点 12 月 8 日を田の神と 山の神が去来する 日としての 理 

これまで、 この魚の来訪者を 手掛りにして、 「コト 解を示しながらも、 農民信仰として 田の神の重要性 

八日」の本来的意味を 明らかにしようとする 試みは、 をより強く意識するきらいがあ った。 しかし結果的 

多く行なわれてきたといってもよいだろう。 しかし に 、 彼らの説は山口のそれを 学説的に展開させたと 

ながら研究史の 全体を眺めてみると、 ①「田の神・ もいえるだろう。 さらに土橋と 藤田の論考では、 こ 

山の神去来による 稲作農耕儀礼」、 ②「魔除け行事」の の田の神信仰が「コト 八日」の子供祝い 的儀礼を派生 

2 つの通説が認められるが、 このような通説の 形成 させた点を論じつつ、 田の神を先祖神として 捉えて 

過程には大きな 問題があ ると考えられる。 この「コ いる ( 土橋 1989:51 一 53 、 藤田 1989:94 一 96) 。 つま 

ト八日」の通説をめぐる 研究史の最大の 問題は、 岩 り、 この説の根幹は、 ①田の神・山の 神の去来、 ② 

田重刷の問題提起から 理解することができるだろう。 水田との関係を 重視した稲作農耕儀礼、 ③先祖神と 

岩田はこれまでの 民俗学の問題点として、 ①柳田民 しての田の神という 3 点から成り立っているといえ 

俗学、 折口学の学説が 論証されることなく 通説に る。 このようにして 立論された「コト 八日」をめぐる 

至っている点、 ②伝承者の解釈がそのまま 研究上の 「田の神・山の 神去来による 稲作農耕儀礼」説は、 1970 

結論になった 点の 2 つを指摘している ( 岩田 2003h:  年代末まで、 日本民俗学においてほとんど 議論なく 

1 一 6) 。 論じ尽くされた 感のあ る「コト八日」研究を、 定説とされていた。 さらにいえば、 これは柳田民俗 

ここであ えて取りあ げることも、 こうした岩田の 指 学の日本文化一元論に 基づいた学説であ った。 

摘を継承し、 あ らためて通説の 再検討が必要であ る こうした論点についても、 岩田はきわめて 重要な指 

と 考えられるからだ。 摘 をしている。 彼に よ れ ば 、 柳田の祖霊信仰学説の 
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形成から「田の 神・山の神去来信仰」の 展開過程が 作 農耕儀礼」とする 説の間 題 点が積極的に 指摘され 

みてとれ、 「柳田民俗学の 初期に河童の 民俗としての ないまま、 「魔除け行事」説がひとり 歩きをしてきた。 

関連での理解が、 1930 年代後半から 40 年代初頭に農 筆者の問題意識はまさにここに 向けられている。 

新儀礼論として、 その後『先祖の 話』により祖霊信 こうした疑問と 向き合うために、 本稿ではまず、 関 

仰の体系に組み 込まれるよ う になった」 という。 そ 東地域で負の 来訪者が存在した 地域の事例を 収集し、 

して、 その背景には 柳田民俗学の 政治性があ ると 言 モノの類似性に 注目した掲示物の 類型化から分析を 

反 する。 つまり、 柳田学説の展開の 理由が、 「 1930 年 行なっていく。 この作業は、 「コト八日」の 来訪者慣 

代前半の農業恐慌、 農村窮乏に対する 配慮、 1930 年 行において重要な 役割を果たす 掲示物の儀礼的側面 

代後半からアジア 太平洋戦争 期に 蔓 延する国体論や を明るみに出すだけでなく、 負の来訪者の 性格を解 

国家神道に対する 違和感、 さらに、 戦死や『 セ 生報 き明かすきわめて 重要なものといえる。 じつほ 、 こ 

国』を祖霊信仰という 丁 常民』の民間信仰の 体系か の掲示物は負の 来訪者の性格を 反映したものであ る 

ら説明しようとした 結果」に起因すると 説明してい とも考えられるからだ。 また、 掲示物の儀礼的側面 

るのだ ( 岩田 2003a:97 一 108) 。 言い換えれば、 柳 から「コト八日」にアプローチした 研究が極端に 少 

田民俗学が、 当時の社会および 時代背景を踏まえた ないことも、 筆者が掲示 初 に注目した要因のひとつ 

学問的役割を 果たそうとしたことによって、 自身の となっている。 

学説を展開させるようになったとも 理解できるだ る こうした流れのなかで、 「田の神・山の 神去来によ 

う。 こうした岩田の 指摘を考慮すれば、 柳田の祖霊 る稲作農耕儀礼」説を 再考しつつ、 これまであ まり 

信仰学説の成立過程が、 上述の「コト 八日」論考に 影 顧みられてこなかった 、 「コト八日」に 潜む民間信仰 

響を与えたことはほぼ 確実であ り、 当然、 儀礼的か の意味を明らかにすることを 大きな目的とする 本稿 

っ 宗教的面の再考が 必要と考えられる。 は 、 日本文化の「基層」を 知るうえで、 それなりの 意 

ところが 1980 年代以降、 以上のような 説を展開し 義をもつものであ ろう。 なお、 事例の詳細について 

てきた「コト 八日」研究は、 ほとんど姿を 消してしま は、 別表を参照されたい。 

う。 そこには、 『イモ と 日本人』 ( 坪井 1979L 、 『稲を 

選んだ日本人』 化史的発想を 再検証した坪井洋文の ( 坪井 1982) に ょ り、 稲作単一的な 大きな功績が 文 2 、 来訪者慣行の 儀礼構造 
あ った。 「コト八日」の 来訪者慣行では、 災いをもたらす 来 

以上論じてきたことからすると、 「コト八日」をめ 読者の侵入を 防ぐため、 伝承者がなんらかの 掲示物 

ぐる「魔除け 行事」説には、 「田の神・山の 神去来に を屋外に出しておくことを 最大の特徴とする。 すな 

よる稲作農耕儀礼」説の 内包する問題が 明確に指摘 ね ち、 来訪者と掲示 物 のあ いだには、 一定の対応 関 

されてないといえるのではないだろうか (3) 。 係 が成立していると い える。 そこで本節では、 来訪 

者と掲示 物 という対応関係を 手掛りにして、 儀礼の 

(3) 研究目的 期日の問題にも 留意しつつ、 その実態を類型的に 捉 

このように、 「コト八日」の 来訪者慣行をめぐる 研 えることにしたい。 

究史を概観してみると、 もともと「田の 神・山の神 

去来信仰による 稲作農耕儀礼」説が 優勢だったが、 (]) 「コト八日」来訪者の 類型 

1970 年代後半、 坪井洋文によって 日本文化多元論が まず、 表 1 から「コト八日」の 来訪者を確認して 

提出されてから、 柳田民俗学による 日本文化一元論 みると、 それが多様な 呼称をもっていることがわか 

への批判が高まり、 1980 年代以降になると、 「コト 八 る。 「 鬼 」「 厄病神 」「厄神」「悪魔」「 グイ マナ ク 」 

日 」に対する上記の 説はほとんど 姿を消し、 「魔除け 「一つ目の疫病神」「一つ 目小僧」「メカリ バ アサン」な 

行事」 として位置づける 学説が展開され、 それがほ どであ る。 このように呼称こそ 多いが、 呼称の類似 

ぼ定説となってきた。 繰り返しを恐れずにいうなら 性から「 鬼 」「 厄病神 」「悪魔」「ダイマナ ク 」「一つ 

ば、 「コト八日」は 日本民俗学のいわば 古典的課題で 目の疫病神」などは ( 抽象化来訪者 ) として、 「一つ 

あ りながら、 それを「田の 神・山の神去来による 稲 目小僧」「メカリ バ アサン」などはく 人格化来訪者 ) 
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として大別することができると 考えられる。 来訪者 分でも同じ慣行がみられることから、 節分と「コト 

の呼称そのものからはこうした 類型化が可能ではあ 八日」が習合している 稀有な事例として 理解したほ 

るが、 伝承者にとっては、 いずれも「魔物」、 すなわ うが妥当だと 思われる。 したがって、 「 柊 」は、 「 鎌 」 

ち、 負の来訪者として 認識されているよさであ る。 や「 銭 」と同じカテゴリ 一に属するものとして 判断 

ただし、 本稿では便宜上、 以上の分類名称で 来訪者 しておこう。 なお、 「コト八日」と 節分の習合に 関し 

を 示すことにしたい。 ては、 他日に期すことにしたい。 

図 1 は、 こうして類型化した 来訪者と掲示 物 の 分 では、 目籠 類 ・植物類・食物類・その 他という類 

布図であ る。 この 回 1 から地域的分布特徴をみてい 型化をふまえ、 地域的な分布を 確認してみよう。 筆 

くと、 抽象化来訪者は 茨城県、 栃木県、 群馬県にお 者が調べた限りでは、 図 1 に示したように、 目籠 類 

もに分布しており、 一方、 人格化来訪者は 東京都、 と 植物類はほ ほ 関東全域に、 食物類は茨城県、 栃木 

神奈川県などの 関東南部に多くみられる。 埼玉県に 県、 埼玉県、 神奈川県に分布していることがわかる。 

はどちらの事例もみられる。 千葉県においてほ、 筆 また、 その他の「 鎌 」は茨城県、 群馬県に、 「 銭 」は 

者が調べ得た 限りでは、 「魔物」のようないわゆる 負 千葉県と埼玉県に 確認できる。 

の 来訪者は訪れず、 なぜか「 銭 だけが落ちてくる」 以上、 「コト八日」の 掲示物の素材に 注目して類型 

( 野田市船形石川 山 ) といったような 特殊な伝承だけ 化を行ってきたが、 素材だけにとどまらず、 それら 

があ るようだ。 伝承者が実際にお 金を儀礼的道具と と関係する形状にも 注目する必要があ ると考えられ 

して用いることから、 この「 銭 」は来訪者というよ る。 というのも、 掲示 物 が個別的に掲示される 場合 

りも、 掲示 物 のひとつとして 判断するほうが 妥当で は稀で、 むしろ複合的に 組み合わされて 掲示される 

あ ると思われる。 ことが多く、 その組み合わせの 形状は看過すること 

以上、 来訪者の類型的整理により、 少なくとも、 千 ができないからだ。 まず目籠類 は ついてみると、 そ 

葉県を除いた 関東全域に「コト 八日」の来訪者が 存在 のほとんどが「竹の 上に立てられる」など、 植物類 

したという基本的事実は 確認できたといえるだろう。 の「 竹 」や「竹竿」と 関連して掲示されることが 多 

い。 食物類が植物類 ( 「 竹 」「竹竿」など ) と組み合わ 

(2) 「コト八日」掲示物の 類型 されて掲示される 事例としては、 茨城県、 栃木県で 

掲示 初に ついても、 来訪者の整理と 同様に、 類似 集中して確認できる「笹竹の 上には ソバ ・うどんが 

的要素に注目し、 地域的分布も 確認しつつ類型的に おかれる」とひったものが 多い。 こうした事例は、 植 

捉えていきたい。 表 1 の掲示物の項目を 参照しなが 物類の「 竹 」が目籠 類 、 食物類となんらかの 意味で 

ら 整理していくと、 全地域に共通して 登場するもの 関わっていることを 推測させてくれる。 次に、 「 竹 」以 

があ る。 「目籠」「 メ ケイ」「 ヌーケ 」「ザル」などが 外の「 串 」「花木」などの 植物類についてみてみると、 

それであ り、 これらはまさに「コト 八日」を代表す そのほとんどが「ニンニク トウプ 」 ( ニンニク や凍 豆 

る掲示 物 といえるだろう。 これらを本稿でほ パ 目籠 腐などを竹中に 刺しておく 形 ) 「 ネギ 」「唐辛子」「団 

類 ) と 呼びたい。 子 」「サイ カチ の 実 」などの食物類を 刺す用途として 

次に、 この目籠 類 以外の掲示 物 をみていくと、 他 用いられる。 とすれば、 「 竹 」以覚の植物類も 食物類 

にもさまざまな 掲示 物 が存在しており、 地域ごとに と深く関わりをもっていることは 間違いないだろう。 

微妙な 違 いがあ ることがわかる。 しかし、 その素材 ところで、 「 柊 」「 鎌 」「 銭 」といったその 他の素材 

に 注目すると、 次のように分類できるのではないだ は、 どのように用いられているだろうか。 これらは、 

ろうか。 すな ね ち、 「ニンニク トウフ 」「 ソバ ・うど 表 1 の事例から判断して、 形状的には目籠 類 と関 

ん」「 ネギ 」「唐辛子」「団子」「サイ カチ の 実 」などは わっていることがもっとも 多いようであ る。 その 例 

く 食物類 ) として、 「 竹 」「 串 」「笹竹」「花木」などは としては、 次のようなものが 挙げられる。 

( 植物類 ) として分類が 可能であ ろう。 それ以外の 

「 鎌 」「 銭 」などは ( その他 ) としておきたい。 興味 ・風を切るために、 ミカ ィ ( 目籠の謂 ) に草刈 り 

深いことに、 神奈川県大和市にほ「鰯の 頭を柊の枝 鎌を縛り付けて 立てる ( 群馬県勢多郡宮城 村 ) 

に 刺す」といった 報告があ る。 これについては、 節 ・メカ イ の中に柊をさす ( 群馬県勢多郡宮城 村 ) 
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・ ザル の中に小銭を 入れ、 翌朝これをさげた 親が の来訪者は年 2 回訪れていたことになるわけだ。 じ 

子供達に「神様が 小遣いをくれた」と 言って与 つ はこれこそが、 従来の研究において、 「コト八日」を 

えた ( 埼玉県草加市 ) 「田の神・山の 神去来による 稲作農耕儀礼」と 説明す 

る最大の理由であ り、 問題点でもあ った。 すなわち 

こうした事例からわかるように、 掲示物は複合的 それは、 「コト八日」の 儀礼的側面に 目を向けずに、 

に 用いられることが 多いが、 「 柊 」だけは戸口や 家の 「コト八日」儀礼の 日数が、 農作の始まりと 終わりに 

周りに刺すなど、 単体で使われることもあ るようだ。 行なわれる稲作農耕儀礼と 同じく年 2 回という点で、 

周知のように、 この「 柊 」や「 鎌 」などは、 民俗 一 両者を関係づけてしてしまう、 あ まりにも短絡的な 

般からみて、 典型的な魔除けや 厄除けの 呪具 であ り、 理解にあ ったと考えられる。 

ここでは「 銭 」も同様の意味を 含んでいるものとし そのことを考える ぅ えで、 たとえば、 表 Ⅰの埼玉 

て 理解しておきたい。 県の事例には 看過できない 点があ る。 表 1 の資料を 

このように、 「コト八日」の 掲示 初 における素材と 綿密にみると、 秩父郡長瀞町には 2 月 8 日の 1 回だ 

形状のあ りように注目してみると、 類型的に植物類 け、 浦和市では 2 月 8 日・ 4 月 8 日・ 12 月 8 日の年 

はつねに目籠 類 、 食物類双方と 深く関わっているこ 3 回儀礼が行なわれていた。 つまり、 必ずしも「 コ 

とがわかるだ る つ 。 ト 八日」は年 2 回ではないということであ る。 この 

ように考えてみると、 期日の問題において、 むしろ 

(3) 「コト八日」来訪者慣行の 期日 「 8 日」という期日に 注目すべきではないかと 考えら 

次に 、 「コト八日」来訪者慣行が 行なわれている 期 れる。 これについてもまた 今後の課題としたいが、 

日についてであ るが、 表 1 から事例を確認すると、 いずれにしても、 こうした期日の 問題点を糸ロ とし 

ほとんどの地域で 2 月 8 日、 12 月 8 日の両日に同じ て 、 「田の神・山の 神去来」説に 疑問の目を向けなけ 

内容の儀礼が 行なわれていた。 つまり、 「コト八日」 ればならないのは、 もはや当然のことといえよ つ 。 

 
 

来訪者 

ど
 
ま
 
ヵ
 
ン
 
サ
 
ア
 
 
 
 
 
J
 
カ
 
メ
 
ど
 

僧
な
 

仏
神
 

目
厄
 
つ
 

一
鬼
 

 
 老
老
 

訪
訪
 

未
来
 

Ⅰ
 し レ
 
・
 ・
 
し
 

イ
ィ
格
義
 

大
袖
 

O
 

口
 

掲示 物 

●目籠 類     目籠、 メ ケイなど 

■食物類     ニンニク豆腐、 ネギ、 団子など 

▲植物類     竹 、 串 、 など 

x その他     銭 、 鎌など 

0 来訪者十目籠 類 

Ⅰ ツ 

図工 「コト八日」来訪者・ 掲示 物 分布図 ( 関東地域 ) 

一 219 一 



人間科学研究 Vol. 18, No.2  (2005) 

3. 掲示物の儀礼的位置づけ 

これまで、 「コト八日」の 来訪者慣行を、 表 1 の事 

例をもとに来訪者、 掲示 物 、 期日を中心に 類型的に 

概観してきた。 では、 この来訪者慣行は「コト 八日」 

の儀礼において、 どのような意味を 有しているのだ 

ろうか。 また、 来訪者とはどのような 性格をもつの 

ものとして理解すべきなのか。 本節からは、 こうし 

た問題を、 掲示物の儀礼的位置づけから 解決してい 

くという、 本題に入っていきたいと 思う。 

0]) 掲示物の儀礼的側面 

はじめに、 掲示物の儀礼的側面をみておきたい。 

なかでも、 食物類であ る「 ソバ ・うどん」「団子」「ニ 

ンニク トウフ 」は看過すべきものではないと 思われ 

る。 これらは、 加工された食物であ り、 「唐辛子」 

「にんにく」のような 一般的な魔除けの 呪物とは、 明 

らかにその性格を 異にする。 つまり、 こうした掲示 

物は 、 「コト八日」の 来訪者慣行が 単なる魔除けの 儀 

礼ではないことを 推測させてくれるものといえるだ 

ろう。 しかし、 これらのなかで、 「 ソバ ・うどん」は 

特別な儀礼的意味を 有していると 判断される。 その 

根拠は、 次のような事例にあ る。 

・まず、 庭先に笹竹で 笹 神を作る。 そして、 ソバガ 

キや アズキ メシ などを づ くり、 夜になると、 ソ 

バ を供物として 供える ( 栃木県下都賀郡壬生町 ) 

  笹竹で 笹 神を作り、 ソバ などをその上にあ げる 

( 栃木県佐野市 ) 

ここで共通している 点は 、 「ソバ」を供物として 用 

いることと、 「笹竹」を「 笹神 」としていることであ 

る。 このことから、 「 笹神 」の依代が「笹竹」なので 

あ り、 災いをもたらさない「 笹神 」は、 いわゆる正 

の来訪者として 理解してもよいものだろう。 した 

がって、 「笹竹」は、 本稿で扱っている、 いわゆる貞 - 

の 来訪者の掲示 物 とは区別して 考察すべきものと 考 

えられる。 しかし、 現時点ではここまでしか 言及す 

ることができない。 なぜ「ソバ，うどん」「アズキ メ 

シ 」などが供物として 選ばれるのかという 疑問も含 

め、 今後、 改めて仔細な 調査と考察が 必要であ る㈲。 

さて、 「団子」「ニンニク トウフ 」はどうだろうか。 ま 

ず、 表 1 から「団子」に 関連する横浜市港北区下 ケ 

局町中里の事例をみてみよう。 

・足元に落ちた 米粉を拾って、 きれいに洗って 団 

子にする (2 月 8 日 ) 

・御飯に炊けないような 悪い米を粉にして 団子を 

作り、 2 、 3 個を中に刺して 柱の緒につけてお 

くとお 婆 さんが食べて 帰るという (12 月 8 日 ) 

ここで注目すべき 点は、 この団子は使い 物になら 

なくなった「悪い 米」などによって 作られ、 「悪い」 

素材を使わない 一般的な「ハレ」の 食物のそれとは 

素材が異なることであ る。 このことは「ニンニク ト 

9 フ」にも当てほまることなのではないだろうか。 

つまり、 「ニンニク トウフ 」もまた、 本来は「ハレ」の 

食物であ る「トウ フ 」に 、 「ハレ」の食物ではない「ニ 

ンニク」を組み 合わせる、 つまり一種の 脱聖化によ 

る掲示物なのではないかと 考えられるのだ。 

ではなぜ、 「悪い米」のような 粗末なモノや「ニン 

ニク」といった 魔除け的なモノが 、 「ハレ」の食物と 

結びつき用いられるだろうか。 筆者は、 このことか 

ら、 掲示物の儀礼的位置づけという 課題を考えてい 

きたい。 この「コト八日」の「団子」に 関して、 柳 

出国男はすでに「落穂団子の 問題」のなかで 説明し 

ている。 その内容の骨子は「昔は、 美味しいものよ 

り、 あ えて味の悪い 粗食を用いて、 祀りの物忌状態 

に入ろ う とした」 というような 理解であ る ( 柳田 

1978:350 一 351) 。 柳田がこの「団子」を 、 神を祀る 

ためのものと 捉えていることは 明らかであ ろう。 具 

体 的にどのような 神に対する祀りなのかまでは 言及 

されていないものの、 非日常的な状態ともいえる 物 

忌に注目して、 「落穂団子」を 神の祀りと関連させた 

ことは評価すべきと 考えられる。 確かに、 「コト八日 

」の来訪者慣行において、 厳重な物忌はほぼ 共通して 

行なわれている。 つまり、 脱聖ィヒ されているものの 

「ハレ」の要素をもっている「落穂団子」「ニンニク ト 

ウフ 」の掲示 物 が存在しており、 物忌をともなって 

いることは、 この儀礼の性格を 示唆する重要な 要素 

と考えられる。 

以上のことを 踏まえれば、 「コト八日」の 来訪者 慣 

行を単純な魔除けの 儀礼というよりも、 何らかの神 

を祀る儀礼として 理解したほうが 妥当であ るように 

思われる。 
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(2) 植物類と目籠 類 、 食物類の対応関係 

前段において 筆者は、 食物類の「団子」「ニンニク 

トウフ 」を分析の糸ロとして、 「コト八日」の 来訪者 

慣行は何らかの 神を祀る祭祀なのではないかと 論じ 

てきた。 ここでは、 このことを前提として、 これま 

で整理してきた、 ①植物類 ( 串など ) と食物類の形 

状的 関わり、 ②植物類 ( 竹 ) と目籠類の組み 合わせ 

のあ りかたから、 掲示物の儀礼的側面に 迫っていこ 

う。 とくに、 この問題については、 折口信夫の「 髭 

籠の話」による 依代論、 柳田国男の「柱松寿」によ 

る神樹論を、 分析視角として 用いたい。 この 2 つの 

理論は、 神の宿りという 面では一致している。 一方、 

折口の依代論が 髭 籠などの「だし」に 注目し、 人工 

的な象徴に神の 宿りを求めるという 形状中心の視点 

であ るのに対し、 柳田の神樹論は 柱および樹木に 注 

目し、 より自然的なものに 神の宿りを求める 素材中 

心の視点であ るという相違点もみられる ( 西村 ( 編 ) 

1998:45 一 55L 。 なお、 本稿では、 両者のい う 「神の 

宿り」を一般的に 通用している「依代」 という用語 

に統一し、 両 理論を総合的に 考慮しつつ分析を 行な 

いたいと思う。 

まず、 植物類と食物類の 形状の組み合わせをみて 

みると、 さらに 2 種類に分類できると 思われる。 一 

方は、 「 串 」などの植物類と「団子」「ニンニク トウ 

フ 」などの加工された 食物類、 他方は、 「 串 」などの 

植物類と「 ネギ 」「唐辛子」などの 加工されてな い 食 

物類という組み 合わせであ る。 これらは、 上述した 

よ う に、 おもに「串などに 団子・ ネギ などを刺す」 

という形状であ る。 これを、 神樹論の素材に 対する 

考察と、 依代論の形状に 対する考察を 関連させなが 

ら 捉えてみよう。 まず、 「 串 」などは「団子」などの 

加工された食物や「 ネギ 」「唐辛子」などの 加工され 

てない食物に 共通して関わっている。 しかし、 一般 

的に魔除けの 呪物であ るとされる「唐辛子」などを、 

神の依代とは 認めがたい。 このように考えると、 「 串 」 

などの植物類のほうが 神の依代であ り、 そこに迎え 

られた神への 供物として、 「団子」「ニンニク トウフ 」 

「 ネギ 」「唐辛子」などの 食物類が用いられたと 考え 

られるのではないだろうか。 では、 なぜこうした 

「ハレ」の食物ではないモノが 供物になるのだろうか。 

この重要な問題については 後述する。 ともかく、 こ 

こでは「コト 八日」の来訪者慣行において、 植物類 

は神の依代として、 食物類は供物としての 儀礼的 側 

面 をもっているのではないかと 理解しておきたい。 

次に、 植物類と目籠類の 組み合わせについてみて 

みると、 すでに事例を 挙げておいたよ う に、 おもに 

「長 い 竹竿の先に目籠を 吊るす」という 形状をとるこ 

とがわかる。 魔除け説の影響と 思われるが、 現在 

「コト八日」には、 来訪者を恐れ、 これを避けるべく 

目籠を掲示するというイメージが 強い。 しかし、 長 

い竹竿の先に 目籠類を結び 付けるという 組み合わせ 

を、 安易に、 単純な魔除けの 意味として捉えてもよ 

いのだろうか。 もちろん、 「コト八日」の 目籠 類が 

「 竹 」と結びつかず、 単独で出される 場合もあ り、 そ 

れは単純な魔除けの 装置として解釈すべきかもしれ 

ない㈲。 この植物類の「 竹 」 と目籠 類 をめぐる問題 

は、 来訪者の性格を 明らかにするにあ たって、 重要 

な鍵になると 思われる。 それゆえ、 踏み込んだ分析 

はいずれ 別稿で 展開することにしたい。 

(3) 依代や供物としての 掲示 物 

以上の分析内容を 整理してみよう。 まず、 掲示物 

の植物類 ( 「 串 」など ) こそが神の依代であ り、 食物 

類は迎えられた 神への供物であ ると考えられる。 ま 

た、 「 竹 」と組み合わせの 目籠 類 には、 儀礼的側面の 

綿密な再考が 必要と考えた。 そして、 目籠 類 と複合 

して用いられるその 他の「 柊 」「 鎌 」「 銭 」などは、 

この「コト八日」来訪者慣行が、 なんらかの厄除け 

的性格の儀礼であ ることを裏 づける材料になるので 

はないかとも 論じた。 

4, 悪神の依代としての 火 

前節までは、 おもに掲示物の 儀礼的側面について 

論じてきた。 ここで、 図 1 の円に囲まれている 部分 

とその他の地域を 比較してみると、 掲示 初 における 

微妙な地域的 相 違が認められる。 円に囲まれていな 

い地域では、 来訪者に対して 複数の掲示物を 掲げる 

が、 埼玉県南部から 神奈川県北部の 多くの地域と、 

茨城県と栃木県の 各々の一箇所では、 目籠 類 だけを 

掲示 物 としているのであ る。 では、 こうした事実を 

どのように理解したらよいのだろうか。 

該当地域の事例を 表 1 から確認してみると、 「 火 」 

を利用していることが 大きな特徴として 挙げられる。 

具体的な「 火 」の利用法は 次の通りであ る。 
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・サイ カチ の実や生ネギを 燃やす ( 茨城県猿島郡 

王 霞村 ) 

・ネギ、 ニンニク、 唐辛子などをいぶす ( 栃木県 

塩谷郡喜連川町 ) 

・臭いものを 焼く ( 埼玉県浦和市なじ 

これらの地域では、 火を使う理由を、 「強い匂い 

( 悪臭 ) によって邪悪なもの 追い払うため」だとして 

いる。 このような理由づけからもわかるように、 そ 

してすでに指摘しておいたように、 「コト八日」の 性 

格のひとつとして 魔除けあ るいは厄除けがあ ること 

は、 ほぼ確実であ ると考えられる。 

来訪者慣行が 行なわれる地域には 必ず目籠 類 がみ 

られ、 それに加えて 食物類や植物類といった 他の掲 

示物も別に掲示されるのが 普通であ る。 しかし、 上 

記のような来訪者に 対して目籠 類 のみを掲示してい 

る地域の場合、 他の掲示物を 出す代わりに、 「 火 」を 

利用して「サイ カチ の 実 」「ネギ」「ニンニク」「唐芋 

子 」「バミ」 などの素材を 燃やしていることは 非常に 

興味深い。 なぜなら、 じつはこうした 地域で燃やさ 

れる素材 群は 、 本稿で供物として 位置づけた掲示物 

の食物類と一致しているからだ。 このような食物類 

の一致という 解釈は、 掲示物の儀礼的意味合いと 関 

連づけることを 可能にする。 すな ね ち、 この地域で 

「サイ ガチ の 実 」「 ネギ 」などを燃やすということは、 

他の地域で供物として 食物類の掲示物を 出すことと 

その行為に違いこそあ れ、 儀礼的意味は 同じなので 

あ る。 つまり、 食物類が供物という 点で同じであ る 

とするならば、 それらと組み 合わされる「 火 」は、 

掲示 物の 「 串 」のように、 神の依代としての 役割を 

果たしているのではないかと 考えられるのだ (6) 。 

以上の分析を 正しいとするならば、 「 火 」や「 串 」 

などの依代に 迎えられる神は 、 福をもたらす 神とし 

ては認めがたく、 追い払われるべき 悪神 ( 負の神 ) 

と理解すべきだろう。 言い換えれば、 本稿で類型化 

した抽象化・ 人格化来訪者、 すなわち負の 来訪者 と 

は 悪神であ り、 この悪神に対する 供物として「団子」 

「ネギ」「唐辛子」などの 食物類が儀礼的役割を 担っ 

ていると考えられるのではないだろうか。 

こうした「コト 八日」儀礼における「 火 」の儀礼 

的利用に対する 視座をさらに 発展させるにあ たって、 

坪井の次の指摘は 大きな後ろ盾になると 考えられる。 

彼は、 有名な「 餅 なし正月」の 論理において、 「 餅 二白 

色づ 水田稲作農耕」 という象徴的連鎖に 対比される 

世界として、 「 非餅二 赤色二火 づ 焼畑農耕」の 存在を 

提示した ( 坪井 1983:194 一 195) 。 こうした彼の 説は 、 

「コト八日」をめぐる 火の儀礼的利用を、 儀礼 食 あ る 

いは供物の問題と 絡めて考えていくうえで 考慮すべ 

き重要なものといえよう。 

5. 屋外・境界・ 儀礼空間 

これまで、 植物類 ( 「 竹 」を除く ) を悪神の依代と 

し、 「 串 」などの植物類と「 火 」は、 儀礼的には同様 

の役割を果たすのではないかと 論じてきた。 しかし、 

こうした理解は、 植物類の「 串 」などと食物類の 対 

応関係に注目した 結果であ り、 植物類の「 竹 」 と目 

籠類の対応関係については、 改めて精密な 分析が必 

要であ る。 ここからは、 こうした今後の 問題も含め、 

掲示物の場に 注目して論を 進めた い 。 掲示物の場を 

確認することは、 儀礼空間の問題にっががり、 空間 

論 的にこの儀礼を 解明するうえで、 重要な役割を 果 

たすものと考えられるからであ る。 

それでは、 表 1 の空間という 項目を確認しつつ、 

掲示物の組み 合わせとそれらが 掲げられる場を 関連 

させて整理してみよう。 それらをまとめると、 次の 

ような傾向が 見出せる。 第一に、 「門口」「家の 人口」 

「戸口」「大戸口」「玄関」などの 空間では、 おもに、 

植物類 ( 串など ) と食物類が多くみられる。 第二に、 

「軒先」「 軒 」「庭先」「 ヒサシ 」などの空間では、 お 

もに、 植物類 ( 竹 ) と目籠 類 が多くみられる。 第三 

に、 「家の周り」では、 柊が単体で泥棒除けの 目的で 

置かれていた。 

このように整理してみると、 「門口」「軒先」などは、 

家という空間の 外界と内界を 示す象徴的「境界」領 

域として認められ、 伝承者は、 負の来訪者が 家の内 

界に侵入することを 防ぐために掲示物を 出している 

と理解できる。 また、 植物類が依代であ る限り、 負 

の来訪者は「コト 八田の日に、 家という内界の 入口 

といえる「門口」「軒先」までに 迎えられることになる。 

そのため、 この場所に「落穂団子」「唐辛子」「 ネギ 」 

などを供物として 用意する必要があ るのだろう。 

こうした儀礼空間で、 伝承者は、 単純な「魔除け」 

というより、 「泥棒除け」「病気除け」「風除け」など 

のさまざまな 意味や目的で 儀礼を行っているのだ。 

このような各家や 地域の観俳的相違が、 儀礼装置 と 
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しての掲示物の 選び方などにも 影響を与えたのでは もたらす悪い 神であ り、 事前に悪い神を 迎えて対処 

ないかと考えられるが、 概して「災厄除け」として しておくことには、 事前に災厄を 予防しようとする 

理解してもいいと 思われる。 以上の内容から 判断す 信仰がうかがえるのであ る。 それゆえ筆者としては、 

れば、 「コト八日」来訪者慣行における「門口」「軒 来訪者慣行と 稲作農耕のために 山と田を去来する 神 

先」などの空間は 、 家をめぐる災厄除けのために 悪 に対する信仰を 関連づける説には、 異論があ る。 も 

神を迎え祀る 象徴的空間と 捉えることができるだ る ちろん、 この儀礼が単純な 魔除け行事でもな い こと 

ニ )0 はいうまでもない。 以上の内容から、 本稿では、 こ 

次に、 こうした空間認識から、 「田の神・山の 神去 の儀礼のひとつの 性格を「災厄予防のための 来訪 神 

来信仰による 稲作農耕儀礼」説の 間 題 点を指摘して 祭祀」として 結論づけることにしたい。 

みよう。 この説は、 周知のように、 「神は 2 月 8 日に 

山から田に下り、 12 月 8 日に山に帰る」 というもの 

であ る。 すな ね ち、 m の神は山から 田に訪れて長期 
7. 今後の課題 

間 滞在し、 土着神のようになるということだ。 しか 本稿では、 「コト八日」の 本来の意味を 明らかにす 

し、 「コト八日」の 儀礼空間としては 屋外が認められ るため、 関東地域の負の 来訪者をめぐる 譜例を集成 

るものの、 神が去来するとされる 水田などで儀礼が し分析を行なってきた。 しかしながら、 これまでみ 

行 なわれた痕跡はない。 てきた「コト 八日」来訪者慣行ほ、 ほとんどすたれ 

ているといってもいいだろう。 筆者の調査経験から 

すると、 冒頭で述べた「人形送り」のような 村の行 
6. 災厄予防の来訪神祭祀 

事が 、 現在でも「コト 八日」 として、 わずかに残さ 

これまでの分析内容のなかで、 明らかにできな れているよ う であ る。 こうした状況のなか、 ここで 

かったが、 きわめて重要な 問題が残っている。 それ は、 筆者が確認できた 行事内容を簡単に 紹介しつつ、 

は 、 悪神 ( 疫病神、 一つ目小僧など ) の来訪と、 供 本稿での内容との 関連を中心に、 大きく三つほどの 

物 として位置づけた 粗末なモノ、 魔除け的意味合い 課題を述べておきたいと 思 う 。 

をもつモノ ( 落穂団子、 唐辛子など ) との関係であ 第一に、 繰り返しその 重要性を述べてきたが、 目 

る 。 こうした問題をいかに 整合的に捉えられるかに 籠の用い方についてであ る。 とりわけ、 竹竿と結び 

よって、 この儀礼の意味もさらに 鮮明になってくる つく目籠 類が 、 軒先に立てられる 理由を解明するこ 

と 思われる。 とが重要と思われる。 これには、 竹竿の儀礼的機能 

なぜ、 伝承者はこの 儀礼にともなって、 いわゆる の考察が必要不可欠であ ろう。 たとえば、 大野の神 

「落穂団子」「ニンニク トウフ 」「唐辛子」「 ネギ 」な 速 祭 ( 埼玉県都幾川村大野、 4 月 8 日 ) は、 「竹竿 

どを用いるのか。 この問題を考えるにあ たって諏訪 ( 旗竿 ) の先に藤の花を 挿し、 そこに山の神が 宿り、 

春雄が定義した「来訪神祭祀の 構造」は参考すべき その呪力によって、 厄神による災厄を 村から退散さ 

ものといえる ( 諏訪 ( 編 ) 1997:59 一 64) 。 諏訪は せるという 神 祀り」であ る。 さらに、 日本全国に目 

「訪れる神の 性格により、 祭りの形態や 演出に大きな を向けてみると、 4 月 8 日の民俗として、 「山から 

相違が出てくる」という。 さらに「日本の 祭りの類 採ってきた ウ ツギ 、 藤などの花を 束にして高い 年の 

型を善神型と 善悪 両 押型に分類し、 善悪両袖型は 祭 先に結び付けて 屋外に立てることが 近畿以西の各地 

りの場に積極的に 悪い神を招きよ せ 、 その鎮圧や慰 でみられ、 それを天道花、 高花、 八日花という」 ( 池 

撫を基本の目的とした 祭り」とも主張する。 上 (@a)  1998:49) 。 このように竹竿に 注目してみる 

諏訪の考えを 援用するならば、 「コト八日」の 悪神 と、 「コト八日」の 目籠の用い方も、 山の神の来臨の 

は 、 伝承者の意図によって 迎えられる負の 来訪 神 で 重要な日であ る 4 月 8 日の儀礼との 関連から、 慎重 

あ り、 迎えられたその 負の来訪神への 鎮圧や慰撫を に考察を進めていく 必要があ るのではないかと 考え 

目的として、 粗末なモノ、 魔除け的なモノが 供物と られる。 

して選ばれたと 考えられるのではないだろうか。 さ 第二に 、 村の「コト八日」と 家の「コト八日」の 

らにいえば、 伝承者にとって 、 負の来訪神は 災いを 関連についてであ る。 松本市の比較的平坦部に 位置 
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する両島地区 (2 月 8 日 ) の儀礼は、 公民館に村の 二月八日一』に 納められている。 北島の「コト 八日 

人々が集まり、 巨大なワラジを 作った後、 念仏を行 」は、 東日本における 掲示物の分布を 詳細に整理し 

な う 。 村の入口にあ る木に、 巨大な一本の ヮラジ を たうえ、 「目籠」と人形道祖神との 関連性を示して 

掛け、 悪い病気などが 入ってこないように 祈ること いる。 そして、 土橋の「こと 八日と山の神」は 山 

からなるこの 村の「コト八日」において、 大 ワラジ 梨 県の事例を、 藤田の「田の 神信仰と二月八日の 

は 、 しばしば片足神とされる 山の神の来臨を 示すも 伝承」は茨城県の 事例を、 橋本の「 山と 里の事 八 

のとしては考えられないだろうか。 この点の解明は 、 田感覚一会津地方の 場合一」は福島県の 会津地方 

上述した竹竿と 結びっく目籠の 用い方を説明する 重 を 、 富山の「静岡県の『コト 八日』伝承 一 その事 

要な 鍵になるとも 期待できる。 また、 家の目籠、 村 例 と考察 一 」は静岡県の 事例を扱っている。 

のヮラジ などの掲示 物は 、 それぞれ家と 村の境界的 (3) 魔除け説は、 1980 年代以降現在まで、 多くの研 

空間に 祓 禍の装置として 置かれる。 こうした空間的 究 において一貫して 提示され続けている 学説と 

類似 体も 、 今後の課題として 提出しておきたい。 いってもよいだろう。 おもに、 1980 年代までの 魔 

第三に、 「 火 」の儀礼的利用についてであ る。 山間 除け説の研究 更に ついては、 近藤直也 (2001) の「 節 

部 に位置する松本市上手町の 事例をみると、 家で 儀 竹 の籠」に詳しい。 

礼を行なったあ と、 夕方、 村の行事を行なうことを は ) 「コト八日」における 笹 神の去来伝承は、 筑波山 

特徴とする。 その儀礼内容は、 早朝木戸失で 唐辛子 をめぐる地方で、 顕著にあ らわれているようであ 

などを焼き、 道祖神に牡弛餅を 供える。 さらに、 夜 る 。 井 2  口 (1985L 、 佐々木 (1988)  に詳しい。 

には、 村人が集まり、 藁で 馬やジ イサン・ バ アサン (5) 南方熊楠 (1979) は、 「子月 と 廃除」などで、 

と 呼ばれる人形を 作った後、 皆で念仏をⅡ 具 える。 そ 「目籠」そのものに 注目し、 「コト八日」の「目籠」 

ねから、 「貧乏神送り 出せ 、 風の神送り出せ」をⅡ 昌え が 魔除けの性格であ ることを主張した。 その一方、 

ながら、 ジィ サン・ バ アサンが乗せられた 藁馬 を地 折口信夫 (1995)  の「 髭 籠の話」では、 「コト八日」 

図中に引き回し、 途中でこれに 火をつけ、 村境 で焼 0 目籠が依代として 位置づけられている。 

き払う。 この地域では、 明らかに「 火 」が儀礼的に (6) 坪井洋文は、 柳田国男 (1944) の『火の昔』で 

利用されている。 この点は、 関東地域の来訪者慣行 の 指摘、 「祀りと火の 関係において 火を燃やすとい 

でもみられた「 火 」の利用地域とともに、 坪井の提 ぅ ことは神を迎える 目印としての 依代の意味が 加 

出した焼畑農耕地域 説 との関連性を 念頭におきつつ、 える」を評価しながらも、 火の諸儀礼を 稲作と結 

考察を深めていく 必要があ るだろう。 なお、 ここで びつける理解は 控えるべきだと 主張している ( 坪 

紹介した松本市の 行事内容からは、 山間部・平坦部 井 1983  : 190 一 191) 。 

の地域差、 念仏の存在、 道祖神との結びつきなどの 

問題も浮上する。 当然、 このような問題への 目配り 参考文献 

も必要だろう。 池上泉 正 ほか ( 編 ) 1998 『日本民俗宗教辞典』東京 

以上、 今後の課題として 三つの問題点に 注目して 堂 出版 

みたが、 「コト八日」のように 複雑な形態を 有してい 井立国章次 1985 『筑波山麓の 村山名著出版 

る儀礼の解明には、 各々の課題を 連続的かつ総合的 入江 英称 2002 「行事由来伝説「一つ 目小僧と道祖神」 

に 捉えていくことがもっとも 重要ではないかと 考え の形成」 ア 民具マンスリー』 34 巻 10 号 

る 。 まさにそこにこそ 日本民俗の「基層」に 関わる特 岩田重刷 2003a 『戦死者霊魂のゆくえ 一戦争と民俗 コ 

性 がみてとれると 思えるからであ る 吉川腔文館 

岩田重刷 2003b 『墓の民俗学』吉川腔文館 

註 大島 建彦 ( 編 ) 1989 『コト八日一二月八日と 十二月 

Ⅲ この「 春ゴト 」に関する論考としては、 西谷 勝 八日一コ岩崎美術 社 

他 (1968L 、 小野重郎 (1979)  などがあ る。 小野重郎 1979 「 コト とその周辺」『日本民俗学 ] 120 

(2) 山口貞夫の論考をはじめ、 以上のすべての 論考 号 

は、 大島律夢 編 (1989) 『コト八日一二月八日と 十 折口信夫 1995 「 髭 籠の話」『折口信夫全集』第二巻 中 
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央 公論社 

小松和彦 1995 『異人論』ちくま 学芸文庫 

小松和彦 ( 編 ) 2001 『怪異の民俗学 8  境界』河田 

書房新社 

佐々木 勝 1988 『 E 除け一日本人の 霊魂 観一 』名著出 

版 

西谷 勝他 1968 『季節の神々』 慶支 社 

西村 亨 ( 編 ) 1998 『折口信夫事典』大修館書店 

諏訪春雄、 川村 湊 ( 編 ) 1997 r 訪れる祐一 神 ・ 鬼 ・ 

モノ・異人コ 雄山 閣 

高橋典子 1994 「川崎の ョウ カゾウ とミ カワリ バ アサ 

ン」り @ 市民ミュージアム 紀要』 6 号 

表 Ⅰ 「コト八日」来訪者・ 掲示物資料 ( 関東地域 ) 

茨城県 

坪井洋文 1983 『イモ と 日本人一民俗文 ィ ヒ論の課題 一 』 

未来社 

坪井洋文 1982 『稲を選んだ 日本人一民俗的思考の 世 

界』 

南方熊楠 1979 『南方熊楠全集』 2 平凡社 

柳田国男 1963 「土穂団子の 問題」『定本柳田国男 集 』 13 

巻 筑摩書房 

柳田国男 1963 「ミカハリ考の 試み」『定本柳田国男 集 』 

13 巻筑摩書房 

柳田国男 1997 「一つ目小僧その 他」『柳田国男全集 コ 7 

巻筑摩書房 

No  地 名 名 称 期日 行事内容 来訪者 掲示物 空 雇 日 出 典 

@  北茨城市 華川 2 月 8 日 にんにく豆腐を 門口へさし、 屋根 鬼 たんにく豆腐、 門口 文化庁 編 丁日本民俗地図 
  に 寵を立てて鬼がこないようにす 寵   ( 年中行事 l 卜 Ⅰ 969 、 

る 。 国土地理協会発行 ) .724 
l2 月 8 日 屋根にかざを 立てる。 寵 屋根 同上、 p.725 

2 日立市山地 地 ニンニク トウ 2 月 8 日 目籠を柱などにぶらせておき、 ま 目籠、 ニン 二 柱 同上、 p.570 
区 ( 八四目、 フ た 、 ニンニク トウフ を竹の棒につ クトウフ 

笹目 ) け、 柱の割れ目にさしておく。 農業 
を 休み、 生木を切ってはいけない。 

ニンニク トウ l2 月 8 日 同上 同上 同上、 p.580 
フ 、 師走八日 

3  勝田市 厄病神 除け、 2 月 8 日 七日の晩ににんにく 豆腐を家の入 厄病 神 にんにく豆腐、 人口 勝田市里偏さん 委員会 
誓文払い・ お 0 口にさす。 にんにく豆腐を 食 べ 目籠、 鎌 7 勝田市 史 』民俗 編 (l975 、 
こと、 にんに る いえもあ る。 ( 金 上 ) では竿の先 勝田市 ) p.682 
く 豆 @ へ 鎌をつける。 

厄病神 除け、 l2 月 8 日 2 月 8 日と同様。 にんにく豆腐を 食 同上 同上 同上 同上、 p.702 
誓文払い・ お ぺ ると 沖病 息災だと信じている。 
こと、 にんに 
く 豆腐   
神 除け ) る 。 ダイマナ コ の除けとして 目籠 様 ( 笹竹 ) 白 997 、 十代川村 )Pp. 59- 

を 高く掲げる。 花神様にはその 結 60 
んだ上にそばか う どんを供える。 

笹 神様、 ダイ l2 月 8 日 笹 神様は 2 月と同じことをするが、 同上 同上 同上 同上、 p.74 
マナコ ( 厄病 笹竹を裏 口に立てる。 ダイマナ コ 
神 除け ) 0 目籠伝承もあ る。 山に入らない。 

5  猿島郡王 霞村 2 月 8 日 鬼 が来る日だという。 ミケ を竿の 鬼 ミケ 猿島町里偏さん 委員会 
の 先につけて立てる。 サイカチの 千 猿島町 史 ] 民俗 編 白 998 、 
実や 、 生 ネギをもやして 鬼を追っ 猿島町 ) P.73 
た 。 そ は をぶって食べる。 
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悪神祭祀の深層一関東地域の「コト 八日」儀礼にみる 日本人の祓 禍 錦一 

群馬県 
No  地 名 名 称 期日 行事内容 来訪者 掲示初 空間 出 典 

コト初め 先に飾ったり、 カイドに立てる。   
ミカ イ に草刈 の鎌を縛り付けて 立 教育委員会 ) p.20l 
てた家もあ る。 風を切るためだと 
いう。 魔除けにヒイラギ や エンジ 
の木を カド にさす。 

オ コト八日 l2 月 8 日 同上、 魔除けに鎌をたてておくと 同上 同上 同上 同上、 P.2l5 
い -   

  くかかけた。   
同上 家の周り 同上、 p.22l 

師走八日 l2 月 8 日 同上、 泥棒除けといった。 家の周りにヒイラギをさし 同上 
3  新田郡 藪 塚本 メカ イ 
  

民俗学会 ) P.l3l   
周りにさす。 鬼が金をぶっこんで 
いくといい親が カゴ に金を入れる。   
なぺ 休む。 静かにする。 

師走八日 l2 月 8 日 同様。 赤飯をふかして 食べる。 同上 同上 同上 同上、 p.l50 

  

  

高崎市東部地 
  

群馬郡群馬町   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 ト 始め 

八日 

ト 八日 

2 月 8 日 メケ エ を竿の先につるして 庭に立 
てる。 メケ エ は上に向けて 入って 
くるのを待つ。 ヒイラギを寵の 中 
に 入れたり、 鎌も用意したりして、 
竹に 寵をつけて庭の 植木に立てて 
おく。 九日の朝早く 起きるとお金 
がひるえる。 

2 月 8 日 早朝あ るいは前日の 夕方に メケエ 
庭 に立てておくと、 子の カゴ に 天 
から幸せ ( お金 ) が降ってくると 
い う。 この朝赤飯を 炊き、 七日の 
晩に天から 厄病 神が降りてくるか 
ら 静かにし、 カゴをつるすという。 

l2 月 8 日 

厄病神 

同上 

 
 

 
 

 
 

カ
ギ
 

同
上
 

 
 

メ
ラ
 

    、 ヒイ 
鎌 

  
庭先 

  
庭先 

  
同上 

崎
閥
 

高
 ㎎
 

 
 余
裕
 
J
)
 
会
 

-
 
貝
 二
 %
-
 

貝
 

委
 の
 委
 

育
区
育
 

 
 

 
 

pp. l5@152 

群馬町詩編纂委員会 [ 群 
馬町誌コ 資料編 4 民俗 
い 995 、 群馬町 誌 刊行委員 
@)@ pp ． 389-390 

同上、 p. 何 4 

東京都 

民 

尺六 

  千 大島町 史 ] 民俗 編臼 999 、 
東京都大島町 ) Pp.l8l- 
182 

一 227 一 



人間科学研究 Vol. 18, No.2  (2005) 

千葉県 
No  地 名 名 称 期日 行事内容 来訪者 掲示 物 

  野田市船形万 八日節句 2 月 8 日 前の日、 竿の先端に長さるをかぶ 長 ざる 
加山 せ、 軒に立てると 朝 その下に銭が 

落ちているという。 

八日節句 l2 月 8 日 ソバをうつ。 

空間 出 典 

軒 文ィし庁編 千日本民俗地図 
  ( 年中行事 l ) 』 (l969 、 
国土地理協会発行 )p.968 
同上、 p.968 

2  柏市船戸地区 八日節句 2 月 8 日 庭先にメカゴを 建てる。 

八日節句 l2 月 8 日 前日に庭先に カコ をたて、 朝早く 
親 がお金を撒いておく。 子供が起 
きると庭にお 金が落ちてくると 告 
げ 、 子供が拾う。 

メカゴ 庭先 柏市教育委員会 7 千葉県 
柏市民俗資料 J (l9% 、 柏 
市 教育委員会 ) .4l 

カコ 、 会 同上 同上、 p.46 

神奈川県 

No  地 名 名 称 期日 行事内容 来訪者 掲示 初 空間 出 典 

l 麻生区畑山 メカリノ C アサ 2 月 8 日 軒先に サ ルを屋根の上に 立てる。 メカリ ハ ア サル 軒 高橋典子「川崎の ョ 9 カ 
  履物を外に置かない。 山のグミを サン ゾウ とミ カリパ フサ ン」 

燃やす。 ( 『 Jl Ⅲ 奇市 市民ミュージア 
ム 紀要』 6 、 l9 ㎝ ) . l90 

メカリ パ アサ l2 月 8 日 同上 同上 同上 同上 同上、 p.49 
  

2 横浜市港北区 ヨーカ ゾ一 2 月 8 日 この日外に出るとけがをすると 言っ 一つ目Ⅰ ¥ 僧 目籠、 ダン コ 岩堀喜美子「ミカリ パア 
市ケ尾 町中里 て 、 牛馬を引く人はこの 日を除けた。 サンと八日 ソ @ ぴ 日本 民 

ツジョウダンゴを 暮のいつかに 作っ 俗学』 73 号、 l97l) 
た 。 稲穂をカナ カキ でこいだ時に 足 
元 に落ちた米粒を 拾って、 きれいに 
洗って、 ダン コ にしたものであ る。 

ヨーカ ゾ一 l2 月 8 日 目籠・ダンゴスクイは 魔除けの意味。 メカリ 婆さ 同上 同上、 p.l90 
御飯に炊けないような 悪い米を粉に ん 
して団子を作り、 ニ 、 三個を串にさ し 
柱に 縄をしばって 串を一本さしてお 
くとお 要 さんが食べて 帰るという。 

3  逗子市 一つ目小僧 l2 月 8 日 今夜は一つ目小僧が 来るからと 一つ目小僧 ザル 、 柊 ヒサシ 逗子市Ⅰ逗子市 史 』 別編 
いって 、 目が大きく目の 多い サ ル   民俗 編 (1987 、 逗子市 ) 
を 屋根の ヒサシ に柊の葉を挿して p.2l8 
伏せておいた。 

4  大和市 ョウ カゾウ 2 月 8 日 目籠伝承、 鰯の頭などを 柊の枝に 一つ目小僧 目籠、 鰯の頭、 軒 大和市子大和市 史 』 8 丁 
さして軒に吊るしておく。 一つ 襟 柊 別編 民俗 (l996 、 大和市 ) 
ⅡⅠ僧に焼き 判をおされると 病気に p.l90 
なるといわれ 履物をださない。 

ヨウカゾウ l2 月 8 日 同上。 一つ目小僧が 翌年に災厄を 一つ目小僧 同上 同上 同上、 p.l90 
つける家を帳 面につけて、 帰りが 
けに道祖神に 預けて、 二月のこの 
日 に取りにくるという。 それを や 
いてしまうのが l 月 l5 日のセ ート 
ヤキ であ るといわれる。 

5  秦野市平沢村 目 一つ小僧 l2 月 8 日 十二月八日に、 月一つ小僧が 訪れ 目一つ小僧 目籠、 ヒイラ 玄関 秦野市千秦野市里民俗調 
字 小原 るといわ ォ t  履物は外に置いてはい ギ 査 報告書』 4  (l985 、 秦 

けないとされ、 玄関に目籠を 吊るす。 野市 ) Pp.238 
目籠の代わりにヒイラギをさす。 
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